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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　唇に光沢を付与するための化粧品組成物であって：
（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ（ここで、Ｔｇｅｌは体温より高い）以下で低極性
および非極性油とゲルを形成できるエステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーと；
（ｂ）約０．１～約２０重量％の、Ｔｇｅｌより高い融点を有する１以上のワックスを含
む第１ワックス成分と；
（ｃ）約０．１～約２０重量％の、Ｔｇｅｌ以下の融点を有する１以上のワックスを含む
第２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１～約２０重量％の、２５℃でフィルムとして測定して少なくとも１．４３
の屈折率を有するシリコーンＴ樹脂と；
（ｅ）前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記エステル末端ポリ（エステル－アミド
）ポリマーとゲルを形成できる１以上の低極性または非極性油（前記１以上の低極性また
は非極性油は、エステル、炭化水素およびシリコーン系油からなる群から選択される）と
；
を含み、
　前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーが、単位ＡおよびＢを含むランダ
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ム、交互、またはブロックコポリマーであり：
（Ｉ）単位Ａは構造：
【化１】

（式中、
　Ｒは４～７０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以
上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および硫
黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含む直鎖、分岐、または環状アルキル
基であり、Ｒは任意に、Ｒを追加の単位ＡまたはＢと結合させる１以上の－（Ｃ＝Ｏ）－
Ｏ－基を含んでもよく；Ｒは単位Ａのそれぞれについて独立して選択され；
　Ｒ１は直鎖、分岐、または環状アルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、およびこ
れらの組み合わせからなる群から選択され、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ
）１以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、お
よび硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含んでもよい２から３６個の炭
素原子を有するラジカルであり、Ｒ１は単位Ａのそれぞれについて独立して選択され；
　Ｒ＊は独立して、水素、アリール、ならびに１～１０個の炭素原子を有し、任意に：（
ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉ
ｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子
を含んでもよい直鎖、分岐、または環状アルキル基から選択され；独立して各Ｒ＊は、Ｒ

１または他のＲ＊と一緒になってヘテロ環を形成してもよい）
を有し；
（ＩＩ）単位Ｂは構造：

【化２】

（式中、
　Ｒは前記定義の通りであり、Ｂのそれぞれについて独立して選択され、
　Ｒ２は２～２０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１
以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および
硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子（特に－ＯＨの形態の１以上の基）を
含んでもよい直鎖、分岐、または環状アルキル基であり；Ｒ２は任意にＲ２を追加の単位
ＡまたはＢと結合させる－Ｏ－の形態の１から４の間の基を含んでもよく；Ｒ２は単位Ｂ
のそれぞれについて独立して選択される）
を有し；
（ＩＩＩ）Ｒ３Ｏ－の形態の末端基は、単位Ａおよび／またはＢの末端カルボニル基とエ
ステル結合を形成し、ここで、Ｒ３は、１０～３０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）
１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ
）ハロゲン、酸素、窒素、および硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含
んでもよい直鎖、分岐、または環状アルキル基であり、
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　８５度で測定した場合、少なくとも約６５の光沢を有する組成物。
【請求項２】
　単位Ａの１以上の場合で、各Ｒ＊が水素であり、Ｒ１が－（ＣＲ’Ｒ”）ｎ－であり、
式中、ｎは２～１２の整数であり、Ｒ’およびＲ”はそれぞれについて独立して水素、メ
チル、エチル、プロピル、およびブチルからなる群から選択され、
　単位Ｂの１以上の場合で、Ｒ２が、－（ＣＨ２）ｎ－、－ＣＨ２－ＣＲ’Ｈ－、－ＣＨ

２－ＣＲ’Ｒ”－ＣＨ２－からなる群から選択され、式中、ｎは２～６の整数であり、Ｒ
’およびＲ”は独立して水素、または１～１２個の炭素原子を有し任意にＲ’および／ま
たはＲ”をＡまたはＢの追加の単位と結合させる－Ｏ－形態の１から４の間の基を含むア
ルキルもしくはアリール基である、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ１が－（ＣＨ２）２－であり、
　Ｒ２が－ＣＨ２－Ｃ（ＣＨ３）２－ＣＨ２－である、請求項１または２記載の組成物。
【請求項４】
　前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーがｎ当量の単位Ａおよびｍ当量の
単位Ｂを含むランダムコポリマーであり、ｎおよびｍが約３０００から約７５００ダルト
ンの間の平均分子量を有するポリマーを提供するように選択される、請求項１乃至３のい
ずれか１項記載の組成物。
【請求項５】
　前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーがビス－ステアリルエチレンジア
ミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーを含
む、請求項１乃至４のいずれか１項記載の組成物。
【請求項６】
　前記シリコーンＴ樹脂が少なくとも１つのアルキルフェニルポリシルセスキオキサン樹
脂を含む、請求項１乃至５のいずれか１項記載の組成物。
【請求項７】
　前記アルキルフェニルポリシルセスキオキサン樹脂がフェニルプロピルポリシルセスキ
オキサン樹脂である、請求項６記載の組成物。
【請求項８】
　前記シリコーンＴ樹脂が、２５℃でフィルムとして測定して少なくとも１．５の屈折率
を有する、請求項１乃至７のいずれか１項記載の組成物。
【請求項９】
　前記シリコーンＴ樹脂の平均分子量が約５０００から約６０００ダルトンの間である、
請求項１乃至８のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１０】
　前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーの前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅ

ｌが約７０～約８０℃の間である、請求項１乃至９のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１１】
　前記Ｔｇｅｌより高い融点を有する１以上のワックスが、直鎖ポリエチレン、微結晶石
油ワックス、カルナウバワックス、リグナイトワックス、ウリクリワックス、米ぬかワッ
クス、カスターワックス、モンタンワックス、ステアロン（１８－ペンタトリアコンタノ
ン）、アクラワックス（Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステアルアミド）、およびこれらの組み
合わせからなる群から選択される１以上のワックスを含む、請求項１乃至１０のいずれか
１項記載の組成物。
【請求項１２】
　前記Ｔｇｅｌ以下の融点を有する１以上のワックスが、ベイベリーワックス、カスター
ワックス、日本ろう、オゾケライト、蜜ろう、カンデリラワックス、ペトロラタム、セレ
シンワックス、ココアバター、イリッペ脂、エスパルトワックス、シェラックワックス、
Ｃ１８－Ｃ３６脂肪酸のエチレングリコールジエステルまたはトリエステル、セチルパル
ミテート、パラフィンワックス、ハードタロー、ラノリン、ラノリンアルコール、セチル
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アルコール、グリセリルモノステアレート、サトウキビワックス、ホホバワックス、ステ
アリルアルコール、シリコーンワックス、およびこれらの組み合わせからなる群から選択
される、請求項１乃至１１のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約７５の光沢を有する、請求項１乃至
１２のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１４】
　唇に光沢を付与する化粧品組成物であって：
（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、約７０から約８０℃の間のゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で低極性および非極
性油とゲルを形成できるビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／
ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーと；
（ｂ）約０．１から約１２重量％の、Ｔｇｅｌより高く、約１１０℃より低い融点を有す
る１以上のワックスを含む第１ワックス成分と；
（ｃ）約０．１～約１２重量％の、Ｔｇｅｌ以下であり、約４５℃より高い融点を有する
１以上のワックスを含む第２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１から約２５重量％の、２５℃でフィルムとして測定した場合に少なくとも
１．４３の屈折率を有するアルキルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂（ここで、少なく
とも１つの前記アルキルフェニルシルセスキオキサン樹脂はシロキシ部分：
［ＲＳｉＯ３／２］ａ［Ｒ１ＳｉＯ３／２］ｂ［Ｒ２ＳｉＯ３／２］ｃ［Ｒ３

３ＳｉＯ１

／２］ｄ［Ｒ３
２ＳｉＯ２／２］ｅ［ＳｉＯ４／２］ｆ

（式中、Ｒはメチルであり；Ｒ１はＣ２－２０アルキルまたはＣ５－２０シクロアルキル
であり；Ｒ２はフェニルであり、Ｒ３はＣ１－２０アルキル、Ｃ５－２０シクロアルキル
、Ｃ７－１４アルアルキル、Ｃ７－１４アルカリール、またはＣ６－１０アリールであり
；ａ、ｂ、およびｃはこれらのそれぞれのシロキシ基が一緒になって全シロキシ部分の少
なくとも９０モルパーセントを構成するようなものであり、ｄ、ｅ、およびｆは各部分が
一緒になって全シロキシ部分の１０モルパーセント未満を構成するようなものである）
を含む）と；
（ｅ）ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオ
ペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーとゲルを形成で
きる１以上の低極性または非極性油（ここで、前記の１以上の低極性または非極性油は、
脂肪酸エステル、炭化水素、およびシリコーン系油からなる群から選択される）と；
を含み；
　前記第１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約１２重量％以下を構成し；
室温で自立性であり、４０ｇより高い硬度を有する組成物。
【請求項１５】
　前記第１ワックス成分が、直鎖ポリエチレンワックス、微結晶石油ワックス、およびこ
れらの組み合わせからなる群から選択されるワックスを含む、請求項１４記載の組成物。
【請求項１６】
　前記第２ワックス成分が、オゾケライトワックス、カルナウバワックス、およびこれら
の組み合わせからなる群から選択されるワックスを含む、請求項１４または１５記載の組
成物。
【請求項１７】
　前記アルキルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂が２５℃でフィルムとして測定して少
なくとも１．５０の屈折率を有するプロピルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂である、
請求項１４乃至１６のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１８】
　前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化
二量体ジリノレエートコポリマーが、前記組成物の約１から約２５重量％を構成し、前記
第１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約５重量％から約１２重量％未満を
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構成し、前記シリコーンＴ樹脂が前記組成物の約０．１から約１５重量％を構成する、請
求項１４乃至１７のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１９】
　唇に光沢を付与する組成物であって：
（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、約７５℃のゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で低極性および非極性油とゲルを形
成できるビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素
化二量体ジリノレエートコポリマーと；
（ｂ）約０．１から約２０重量％の、直鎖ポリエチレンワックス、微結晶石油ワックス、
およびこれらの組み合わせからなる群から選択される１以上のワックスを含む第１ワック
ス成分と；
（ｃ）約０．１～約２０重量％の、オゾケライトワックスを含む第２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１～約２５重量％の、２５℃でフィルムとして測定して少なくとも１．５０
の屈折率を有するプロピルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂と；
（ｅ）前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／
ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーとゲルを形
成できる１以上の低極性または非極性油（ここで、前記の１以上の低極性または非極性油
は脂肪酸エステル、炭化水素、およびシリコーン系油からなる群から選択される）と；
（ｆ）０．１～約１０重量％の１以上のパール剤と；
を含み、
　８５°の角度で測定して、１以上のパール剤の０．１～約１０重量％の全範囲にわたっ
て、前記１以上のパール剤が存在しない以外は同じ組成物の光沢の約１０％以内の光沢を
示す、組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が、８５°の角度で測定して、１以上のパール剤の０．１～約１０重量％の
全範囲にわたって、前記１以上のパール剤が存在しない以外は同じ組成物の光沢の約５％
以内の光沢を示す、請求項１９記載の組成物。
【請求項２１】
　前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化
二量体ジリノレエートコポリマーが前記組成物の約１から約２５重量％を構成し、前記第
１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約５から約１２重量％を構成し、前記
シリコーンＴ樹脂が前記組成物の約０．１から約１５重量％を構成する、請求項１９また
は２０記載の組成物。
【請求項２２】
　請求項１乃至２１のいずれか１項記載の組成物を含むリップスティックまたはリップグ
ロス。
【請求項２３】
　唇に光沢を付与する方法であって、請求項１乃至２１のいずれか１項記載の組成物を唇
に適用することを含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　前述の記載を読むと当業者は修正および改善を思いつく。このような修正および改善は
すべて簡潔性および可読性のために本明細書では削除したが、特許請求の範囲内に適切に
含まれることは理解される。
　以下、本発明とその実施態様を記載する。
１．唇に光沢を付与するための化粧品組成物であって：
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（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ（ここで、Ｔｇｅｌは体温より高い）以下で低極性
および非極性油とゲルを形成できるエステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーと；
（ｂ）約０．１～約２０重量％の、Ｔｇｅｌより高い融点を有する１以上のワックスを含
む第１ワックス成分と；
（ｃ）約０．１～約２０重量％のＴｇｅｌ以下の融点を有する１以上のワックスを含む第
２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１～約２０重量％の、２５℃でフィルムとして測定して少なくとも１．４３
の屈折率を有するシリコーンＴ樹脂と；
（ｅ）前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記エステル末端ポリ（エステル－アミド
）ポリマーとゲルを形成できる１以上の低極性または非極性油（前記１以上の低極性また
は非極性油は、エステル、炭化水素およびシリコーン系油からなる群から選択される）と
を含み；
８５度で測定した場合、少なくとも約６５の光沢を有する組成物。
２．前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーが、単位ＡおよびＢを含むラン
ダム、交互、またはブロックコポリマーであり：
（ａ）単位Ａは構造：
【化４】

（式中、
Ｒは４～７０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上
の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および硫黄
からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含む直鎖、分岐、または環状アルキル基
であり、Ｒは任意に、Ｒを追加の単位ＡまたはＢと結合させる１以上の－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ
－基を含んでもよく；Ｒは単位Ａのそれぞれについて独立して選択される；
Ｒ１は直鎖、分岐、または環状アルキル基、アリール基、またはヘテロアリール基、およ
びこれらの組み合わせからなる群から選択され、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（
ｉｉ）１以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素
、および硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含んでもよい２から３６個
の炭素原子を有するラジカルであり、Ｒ１は単位Ａのそれぞれについて独立して選択され
る；
Ｒ＊は各場合で独立して、水素、アリール、ならびに１～１０個の炭素原子を有し、任意
に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上の脂肪族または芳香族環；および／また
は（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および硫黄からなる群から選択される以上のヘテロ
原子を含んでもよい直鎖、分岐、または環状アルキル基から選択され；独立して各Ｒ＊は
、Ｒ１または他のＲ＊と一緒になってヘテロ環を形成してもよい）
を有し；
（ｂ）単位Ｂは構造：
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【化５】

（式中、Ｒは前記定義の通りであり、Ｂのそれぞれについて独立して選択され、Ｒ２は２
～２０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）１以上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上の脂肪
族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハロゲン、酸素、窒素、および硫黄からな
る群から選択される１以上のヘテロ原子を含んでもよい直鎖、分岐、または環状アルキル
基であり（特に－ＯＨの形態の１以上の基を含む）；Ｒ２は任意にＲ２を追加の単位Ａま
たはＢと結合させる－Ｏ－の形態の１から４の間の基を含んでもよく；Ｒ２は単位Ｂのそ
れぞれについて独立して選択される）
を有し；
（ｃ）Ｒ３Ｏ－の形態の末端基は、単位Ａおよび／またはＢの末端カルボニル基とエステ
ル結合を形成し、ここで、Ｒ３は、１０～３０個の炭素原子を有し、任意に：（ｉ）１以
上の不飽和結合；（ｉｉ）１以上の脂肪族または芳香族環；および／または（ｉｉｉ）ハ
ロゲン、酸素、窒素、および硫黄からなる群から選択される１以上のヘテロ原子を含んで
もよい直鎖、分岐、または環状アルキル基である、上記１記載の組成物。
３．単位Ａの１以上の場合で、各Ｒ＊が水素であり、Ｒ１が－（ＣＲ’Ｒ”）ｎ－（式中
、ｎは２～１２の整数であり、Ｒ’およびＲ”はそれぞれについて独立して水素、メチル
、エチル、プロピル、およびブチルからなる群から選択される、上記２記載の組成物。
４．Ｒ１が－（ＣＨ２）２－である、上記２記載の組成物。
５．単位Ｂの１以上の場合で、Ｒ２が、－（ＣＨ２）ｎ－、－ＣＨ２－ＣＲ’Ｈ－、－Ｃ
Ｈ２－ＣＲ’Ｒ”－ＣＨ２－からなる群から選択され、式中、ｎは２～６の整数であり、
Ｒ’およびＲ”は独立して水素、または１～１２個の炭素原子を有し、任意にＲ’および
／またはＲ”をＡまたはＢの追加の単位と結合させる－Ｏ－形態の１から４の間の基を含
むアルキルもしくはアリール基である、上記２記載の組成物。
６．Ｒ２が－ＣＨ２－Ｃ（ＣＨ３）２－ＣＨ２－である、上記４記載の組成物。
７．単位Ａおよび／または単位Ｂの１以上の場合で、Ｒが構造：
【化６】

（式中、ａ、ｂ、ｃ、およびｄは独立して１から２０の整数である）
を有する基である、上記２記載の組成物。
８．前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーがｎ当量の単位Ａおよびｍ当量
の単位Ｂを含むランダムコポリマーであり、ｎおよびｍが約３０００から約７５００ダル
トンの間の平均分子量を有するポリマーを提供するように選択される、上記１記載の組成
物。
９．前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーがビス－ステアリルエチレンジ
アミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーを
含む、上記１記載の組成物。



(8) JP 2010-513541 A5 2010.12.2

１０．前記シリコーンＴ樹脂が少なくとも１つのアルキルフェニルポリシルセスキオキサ
ン樹脂を含む、上記１記載の組成物。
１１．前記の少なくとも１つのアルキルフェニルシルセスキオキサン樹脂が：
［ＲＳｉＯ３／２］ａ［Ｒ１ＳｉＯ３／２］ｂ［Ｒ２ＳｉＯ３／２］ｃ［Ｒ３

３ＳｉＯ１

／２］ｄ［Ｒ３
２ＳｉＯ２／２］ｅ［ＳｉＯ４／２］ｆ

（式中、Ｒはメチルであり；Ｒ１はＣ２－２０アルキルまたはＣ５－２０シクロアルキル
であり；Ｒ２はフェニルであり、Ｒ３はＣ１－２０アルキル、Ｃ５－２０シクロアルキル
、Ｃ７－１４アルアルキル、Ｃ７－１４アルカリール、またはＣ６－１０アリールであり
；ａ、ｂ、およびｃはこれらのそれぞれのシロキシ基が一緒になって全シロキシ部分の少
なくとも９０モルパーセントを構成するようなものであり、ｄ、ｅ、およびｆは各部分が
一緒になって全シロキシ部分の１０モルパーセント未満を構成するようなものである）
のシロキシ部分を含む、上記１０記載の組成物。
１２．前記アルキルフェニルポリシルセスキオキサン樹脂がフェニルプロピルポリシルセ
スキオキサン樹脂である、上記１０記載の組成物。
１３．前記シリコーンＴ樹脂が、２５℃でフィルムとして測定すると少なくとも１．５の
屈折率を有する、上記１記載の組成物。
１４．前記シリコーンＴ樹脂の平均分子量が約５０００から約６０００ダルトンの間であ
る、上記１記載の組成物。
１５．前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーの前記ゾル－ゲル転移温度Ｔ

ｇｅｌが約７０～約８０℃の間である、上記１記載の組成物。
１６．前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌが約７５℃である、上記９記載の組成物。
１７．Ｔｇｅｌより高い融点を有する前記の１以上のワックスが、直鎖ポリエチレン、微
結晶石油ワックス、カルナウバワックス、リグナイトワックス、ウリクリワックス、米ぬ
かワックス、カスターワックス、モンタンワックス、ステアロン（１８－ペンタトリアコ
ンタノン）、アクラワックス（Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステアルアミド）、およびこれら
の組み合わせからなる群から選択される１以上のワックスを含む、上記１６記載の組成物
。
１８．Ｔｇｅｌより高い融点を有する前記の１以上のワックスが直鎖ポリエチレンを含む
、上記１７記載の組成物。
１９．Ｔｇｅｌより高い融点を有する前記の１以上のワックスが微結晶石油ワックスを含
む、上記１７記載の組成物。
２０．Ｔｇｅｌ以下の融点を有する前記の１以上のワックスが、ベイベリーワックス、カ
スターワックス、日本ろう、オゾケライト、蜜ろう、カンデリラワックス、ペトロラタム
、セレシンワックス、ココアバター、イリッペ脂、エスパルトワックス、シェラックワッ
クス、Ｃ１８－Ｃ３６脂肪酸のエチレングリコールジエステルまたはトリエステル、セチ
ルパルミテート、パラフィンワックス、ハードタロー、ラノリン、ラノリンアルコール、
セチルアルコール、グリセリルモノステアレート、サトウキビワックス、ホホバワックス
、ステアリルアルコール、シリコーンワックス、およびこれらの組み合わせからなる群か
ら選択される、上記１６記載の組成物。
２１．Ｔｇｅｌ以下の融点を有する前記の１以上のワックスがオゾケライトを含む、上記
２０記載の組成物。
２２．前記エステル末端ポリ（エステル－アミド）ポリマーが、前記組成物の約１から約
２５重量％を構成し、前記第１および第２ワックス成分が合わせて前記組成物の約５～約
１５重量％を構成し、前記シリコーンＴ樹脂が前記組成物の約０．１から約１５重量％を
構成する、上記１記載の組成物。
２３．前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約７０の光沢を有する、上記１記
載の組成物。
２４．前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約７５の光沢を有する、上記１記
載の組成物。
２５．前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約８０の光沢を有する、上記１記
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載の組成物。
２６．前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約８５の光沢を有する、上記１記
載の組成物。
２７．前記組成物が８５度で測定した場合、少なくとも約９０の光沢を有する、上記１記
載の組成物。
２８．唇に光沢を付与する化粧品組成物であって：
（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、約７０から約８０℃の間のゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で低極性および非極
性油とゲルを形成できるビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／
ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーと；
（ｂ）約０．１から約１２重量％の、Ｔｇｅｌより高く、約１１０℃より低い融点を有す
る１以上のワックスを含む第１ワックス成分と；
（ｃ）約０．１～約１２重量％の、Ｔｇｅｌ以下であり、約４５℃より高い融点を有する
１以上のワックスを含む第２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１から約２５重量％の、２５℃でフィルムとして測定した場合に少なくとも
１．４３の屈折率を有するアルキルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂（ここで、前記の
少なくとも１つのアルキルフェニルシルセスキオキサン樹脂はシロキシ部分：
［ＲＳｉＯ３／２］ａ［Ｒ１ＳｉＯ３／２］ｂ［Ｒ２ＳｉＯ３／２］ｃ［Ｒ３

３ＳｉＯ１

／２］ｄ［Ｒ３
２ＳｉＯ２／２］ｅ［ＳｉＯ４／２］ｆ

（式中、Ｒはメチルであり；Ｒ１はＣ２－２０アルキルまたはＣ５－２０シクロアルキル
であり；Ｒ２はフェニルであり、Ｒ３はＣ１－２０アルキル、Ｃ５－２０シクロアルキル
、Ｃ７－１４アルアルキル、Ｃ７－１４アルカリール、またはＣ６－１０アリールであり
；ａ、ｂ、およびｃはこれらのそれぞれのシロキシ基が一緒になって全シロキシ部分の少
なくとも９０モルパーセントを構成するようなものであり、ｄ、ｅ、およびｆは各部分が
一緒になって全シロキシ部分の１０モルパーセント未満を構成するようなものである）
を含む）と；
（ｅ）ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオ
ペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーとゲルを形成で
きる１以上の低極性または非極性油（ここで、前記の１以上の低極性または非極性油は、
脂肪酸エステル、炭化水素、およびシリコーン系油からなる群から選択される）と；
を含み；
前記第１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約１２重量％以下を構成し；室
温で自立性であり、４０ｇより高い硬度を有する組成物。
２９．前記第１ワックス成分が、直鎖ポリエチレンワックス、微結晶石油ワックス、およ
びこれらの組み合わせからなる群から選択されるワックスを含む、上記２８記載の組成物
。
３０．前記第２ワックス成分が、オゾケライトワックス、カルナウバワックス、およびこ
れらの組み合わせからなる群から選択されるワックスを含む、上記２８記載の組成物。
３１．前記第２ワックス成分がオゾケライトワックスを含む、上記３０記載の組成物。
３２．前記アルキルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂が２５℃でフィルムとして測定し
て少なくとも１．５０の屈折率を有するプロピルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂であ
る、上記２８記載の組成物。
３３．前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水
素化二量体ジリノレエートコポリマーが、前記組成物の約１から約２５重量％を構成し、
前記第１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約５から約１２重量％未満を構
成し、前記シリコーンＴ樹脂が前記組成物の約０．１から約１５重量％を構成する、上記
２８記載の組成物。
３４．唇に光沢を付与する組成物であって：
（ａ）約０．１～約４０重量％の、約３０００から約７５００ダルトンの間の平均分子量
を有し、約７５℃より高いゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で低極性および非極性油とゲ
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ルを形成できるビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリ
ル水素化二量体ジリノレエートコポリマーと；
（ｂ）約０．１から約２０重量％の、直鎖ポリエチレンワックス、微結晶石油ワックス、
およびこれらの組み合わせからなる群から選択される１以上のワックスを含む第１ワック
ス成分と；
（ｃ）約０．１～約２０重量％の、オゾケライトワックスを含む第２ワックス成分と；
（ｄ）約０．１～約２５重量％の、２５℃でフィルムとして測定して少なくとも１．５０
の屈折率を有するプロピルフェニルシルセスキオキサンＴ樹脂と；
（ｅ）前記ゾル－ゲル転移温度Ｔｇｅｌ以下で前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／
ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化二量体ジリノレエートコポリマーとゲルを形
成できる１以上の低極性または非極性油（ここで、前記の１以上の低極性または非極性油
は脂肪酸エステル、炭化水素、およびシリコーン系油からなる群から選択される）と；
（ｆ）０．１～約１０重量％の１以上のパール剤と
を含み；
８５°の角度で測定して、前記１以上のパール剤が存在しない以外は同じ組成物の光沢の
約１０％以内の、１以上のパール剤の０．１～約１０重量％の全範囲にわたる光沢を示す
、組成物。
３５．前記の１以上のパール剤がマイカを含む、上記３４記載の組成物。
３６．前記組成物が、８５°の角度で測定して、前記１以上のパール剤が存在しない以外
は同じ組成物の光沢の約５％以内の、１以上のパール剤の０．１～約１０重量％の全範囲
にわたる光沢を示す、上記３４記載の組成物。
３７．前記ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水
素化二量体ジリノレエートコポリマーが前記組成物の約１から約２５重量％を構成し、前
記第１および第２ワックス成分があわせて前記組成物の約５から約１２重量％を構成し、
前記シリコーンＴ樹脂が前記組成物の約０．１から約１５重量％を構成する、上記３４記
載の組成物。
３８．上記１記載の組成物を含むリップスティック。
３９．上記２８記載の組成物を含むリップスティック。
４０．上記３４記載の組成物を含むリップスティック。
４１．上記１記載の組成物を含むリップグロス。
４２．上記２８記載の組成物を含むリップグロス。
４３．上記３４記載の組成物を含むリップグロス。
４４．唇に光沢を付与する方法であって、上記１記載の組成物を唇に適用することを含む
方法。
４５．唇に光沢を付与する方法であって、上記２８記載の組成物を唇に適用することを含
む方法。
４６．唇に光沢を付与する方法であって、上記３４記載の組成物を唇に適用することを含
む方法。
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